















対する関心が高まっている。 例えば， NHK「教育フォ ー カス」制作班が， 番組
の中で， 教師と保護者を対象にして，「教育改革の中でいちばん何が気になるの
か， 何が子どもたちにいちばん影響を与えているのか」ということについてアン











の初年度に当たる2001年度において， 秋田県， 新潟県， 広島県， 愛媛県，


















が合計2 2 に及んでいる。「少人数学級」編制の多くが小学校1年または小学校 2
を対象にして，「30人以下」～「35人以下」となっているが， 秋田県，




その他 ， 政令指定都市でも， 京都市は2003年度から小学校1年を対象にした











































































































(1 )少人数授業の方法， 効果， 意義
同市の学校における少人数授業は， ティ ー ムティ ー チング（以下， TT)との
効果的な組合せを図るという方法によって行なわれている。 教育委員会が作成し
た「平成14年度 少人数·TT授業実施状況（市費負担非常勤講師分）」によれ
ば， 児童• 生徒数が比較的少ない池野小， 今井小， 城東中では当然TTが多く行











が，小学校第1 学年にはTTが行なわれているケ ー スが多い。 教科別にみると，
小学校では算数が多数を占めており， その他では国語が2校， 総合が2校， 体育
が1校， 生活が1校という分布になっている。 また，中学校では数学 が4校， 英























①少人数の学習グル ー プを編成し， 一時的な「少人数学級」での授業を行なう
場合でも， 4人を口の字型に座らせる， まとめ役を決める， ホワイトボー ド












果について先行研究の成果から得られた知見ということだけではなく (9) ' 「少
人数授業」をいずれ「少人数学級」に発展させていくという方針が反映され
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ていると考え られる。現在の実践的研究 は近い将来に実現される 「少人数学
級 」の研究という性格を 合わせ持っているのである。
③全体的に， 前述した ように，「学び合いを 大切にした 少人数指導 」，
い ， 高め合う少人数授業 ー4年生算数科 『面積』の実践を通して一 」，「学び
う学習集団づくり～ 副教本の活用を通して～ 」（いずれ も ，「少人数授業 研
究交流会IN犬山2002 小学校部会実践発表資料」 2002年11月8·9日から）
というように， 少人数授業の中で共同的な学習を重視する 実践が多い。また ，
少人数授業の中で一斉授業 型 ， 伝達型の指導を変えていこうとする姿勢での
授業 が多い。一斉指導の克服ということが共通の課題になっていること
ることができる。こうした点からも ， 犬山市の少人数授業への取り組みが
「20人 には20人の授業モデルがある はずである 」という前提に立って， 少人
数学級における指導法の開発研究ということに向けられていることを知るこ
とができる。
④少人数授業と副教本 が効果 的に組み合わされて， 少人数指導の効果を上げて
いる。
(2)副教本の作成と活用
先にも 指摘した ように， 犬山市 では， 教師たちの 1 年間にわたる 共同作業の成
果として，『算数ワン・ツ ー ・スリ ー』（第3学年～第6学年， 計4冊）と題 する
副教本 が作成され ， 2002年度から10の小学校で使われている。2002年度 には， 理
科の副教本 作成の作業 が進められている。
ワン ・ ツ ー ・スリ ー』の大き な特色は， どの学年でも ，「はじめよう」，
「たしかめよう」，「やってみよう」という3つのステップに分けられていることで
ある。3つのステップは「導入 」，「基礎・基本」，「発展」 に相当しており，
本 は「導入を 支援できる もの」，「基礎・基本の確認やつまづきをチェックできる
もの」，「発展的で， 挑戦の意欲をかきたて， 達成感を味わわせる もの」という3
つの内容から構成されている。そうした 構成をとることによ って， どの子どもに
対してもその子ど もに合った 学習の支援が可能になるとともに， ステップを踏ん
だ系統的な学習を 進めることができる わけである。
副教本につ いて児童 ， 教師 ， 保護者を対象にしたアンケ ー ト調査が2002年6月
れているが， い ずれの回答者 につ いても， 高い評価を受けている。但し ，
とも半数を超える 児童から，「問題 がむずかし い 」という答え が返ってきて
24-




少人数授業との関わりという点についてみると ， 一斉 ， グル ー プ ， 個別という
と「はじめよう」，「たしかめよう」，「やつてみよう」との組み合わせを
考えてみることができる。例えば一斉・「はじめよう」， グル ー プ・「たしかめよ
う」， 個別・「やってみよう」というように。また ， 計算の習熟に関わる副教本の
内容は， 宿題として取り扱うことも できる。少人数授業は全体として学習の進度
を速め ， 時間的な余裕を生み出す効果をもつことが多いが， そうして でき
を『算数 ワン ・ ツ ー ・スリ ー 』の学習にまわすことができる。そうした意味で
も ， 少人数授業や少人数学級と副教本は一体のものとして考えられ ， 使用されて
いるとみることができる。
3. 今後の課題と展望








明治以来， 多人数教育 ， 一斉的な画ー教育に慣れてきた我が国の教師や教育関
係者の意識を「少人数学級」や「少人数授業」を基本にした教育のスタイルの確
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